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鋼トラスウエブ複合橋とは、鋼トラス部材から直接上下のコンクリート床版に力が伝達される構造であり、そ

の特徴は、 

① 上部工の軽量化が図れる。 

② 支間長の長大化に対応できる。 

③ 設計の自由度が大きい。 

④ 製作・架設の省力化が図れる。 

⑤ 景観設計が可能になる 

などにある。 

 

 鋼トラスウエブ複合橋形式において、上下床版とトラス材が結合される格点部は、鋼部材とコンクリート部

材が一体化されるとともに、応力伝達が行われる重要な部位である。そこで、二面ガセット格点構造を考案し、

その構造特性を評価するための実験と解析を実施した。 

 

 

 
二面ガセット格点構造 
 

格格格点点点構構構造造造ののの概概概要要要：：：   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート桁 

鋼管―丸タイプ 

二面ガセット 

スプライスプレート 
・高力ボルト 

ガセット溶接部 



 

 

 

 

 

 

 

PBL（孔あき鋼板ジベル、Perfobond Leisten（独））：鋼板にあけた円孔部内のコンクリートのせん断抵抗を

耐荷力機構とする、1980年代後半ドイツのLeonhardtらによって提案された構造。 

 

ＰＢＬ鉄筋貫通孔 

配力鉄筋 

鋼管―角形タイプ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ＰＢＬ鉄筋 

鉄筋貫通孔 

配力鉄筋 

ＰＢＬ鉄筋 

配力鉄筋 



格格格点点点構構構造造造ののの特特特徴徴徴：：：   

   

 トラス材と溶接したガセットを高力ボルト摩擦接合（２面摩擦）し、コンクリート桁内部に

埋込み定着する構造 

  

 格点部に作用する曲げモーメント、せん断力は鋼部材、床版に作用する水平軸力はコンクリ

ートで負担する 

 

 

二面ガセット： 

 ２面摩擦高力ボルト摩擦接合により格点のコンパクト化が可能 

 橋軸方向鉄筋、ＰＣケーブルの配置が可能 

 

 

ＰＢＬ（鉄筋、および貫通孔） 

 床版に作用する水平せん断力に抵抗 

 

 

鉄筋貫通孔： 

 橋軸方向鉄筋を配置 

 鋼管へのコンクリート充填性が向上 

 

 

ガセット溶接部： 

 ガセットと鋼管との溶接部にＲ加工を施すことで耐疲労性を考慮 

 

 

鋼管： 

 角形鋼管、丸鋼管のどちらにも対応可能 

 



   

格格格点点点構構構造造造ののの設設設計計計：：： 

 

下図のようなモデルにて解析を行い、斜材軸線と床版軸線の交点を結んだ“梁部”に生じる断面力を使用し、

格点構造を設計する。 

 

※なお、床版軸線と格点中心（添接中心）の偏心による『付加曲げモーメント』の影響を考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲げモーメント： M１ Ｍ２＋ Ｍ” 
 

 

 

せん断力： Ｓ１ 

 

 

 

 

 

 

軸力： N１ 

 

 

 

 

 

 

 

（付加曲げモーメント）
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格格格点点点構構構造造造弾弾弾塑塑塑性性性有有有限限限変変変位位位解解解析析析：：： 

解析モデル： 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

スプライスPL

コンクリート梁

表 1-1 コ ン ク リ ー ト 梁 、 鋼 部 材 の 諸 元 単 位 :m m

B =475 H =47 5 L =8 65 （片 側 ）
単 位 :m m

材 質
S T K 490 φ =216 .3 t= 1 2 .1  

※
L = 7 25

S M 490Y B - t= 2 5 -
S M 490Y A - t= 1 4 -

S S 400 2 25× 120 - -
S S 400 2 40× 80 - -

S M 400A 400× 400 t= 5 0 -
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材料非線形特性 

 

 
解析結果 

コンクリートの応力分布 

ガセットプレートのコンター図 

トラス材

ガセットPL

スプライスPL

トラス支持クレビス
鉛直材

ベースPL 完全弾性体
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格格格点点点構構構造造造耐耐耐荷荷荷力力力実実実験験験：：： 

 

実験の目的 

① 格点部の構造特性の把握 

② 終局耐力の確認 

③ 破壊性状の把握 

 

設計の条件 

①鋼管は実橋換算設計軸力としてNd=4,000kN程度を想定する。 

②実験装置の容量等を考慮し、供試体の縮尺は1/2とする。 

③トラス材には鋼管φ216.3mm、t=12.7mm、材質STK490の鋼管を用いる。 

④鋼管は許容応力度設計法により軸力と曲げモーメントを受ける部材として設計する。 

⑤格点部は許容応力度設計法により鋼管と同等以上の安全率を有するように設計する。 

 

供試体概要図 

 

供試体の種類 

 
ＴＹＰＥ１－1          ＴＹＰＥ１－２          ＴＹＰＥ２ 

 

 
 

充填コンクリートあり       充填コンクリートなし       充填コンクリートあり 
ボルト総本数４４本               ボルト総本数４４本              ボルト総本数３６本 

 

反力壁 

反力床 

能力：5000kN
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実験供試体 

 

 

 

実験結果 

 

 

 

 

Type1-2 ひび割れ発生荷重 P=1,200kN 
（設計荷重ｘ1.74） 

Type2 ひび割れ発生荷重 P=1,500kN 
（設計荷重ｘ2.18） 

Type2 載荷荷重 P=3,200kN（最大荷重）Type1-2 載荷荷重 P=2,800kN（最大荷重）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

P-δ曲線
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二面ガセット実験値 Type2

弾塑性有限変位解析(高力ﾎﾞﾙﾄ44本)

弾塑性有限変位解析(高力ﾎﾞﾙﾄ36本)

弾塑性有限変位解析（高力ﾎﾞﾙﾄ44本）

P 

δ 

◆複合トラス橋の長大スパン化が可能である。 

＜耐荷力＞ 
 コンクリート充填有り：設計荷重の4.4倍以上 
 コンクリート充填無し：設計荷重の4.0倍以上  
＜せん断ひび割れ発生荷重＞ 
 コンクリート充填有り：設計荷重の2.2倍 
 コンクリート充填無し：設計荷重の1.74倍 
＜せん断ひび割れの本数＞ 
 3～4本で非常に少ない 

◆耐荷力、せん断ひび割れに対する安全性が極めて高い。 



 

工場製作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ガセット切断 ２．鋼管切断 

５．組立・溶接

３．鋼管ガセット部開先加工 ４．ガセット組立 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．部材検査

７．塗  装

８．出  荷



使用実績 
第二東名高速道路 猿田川橋・巴川橋 

 

場 所    ：静岡県 静岡市 北地内         構 造 形 式：鋼トラスウエブ複合橋 

施 主    ：日本道路公団静岡建設局静岡工事事務所         猿田川橋：７径間連続橋 

施  工：㈱大林組・昭和コンクリート工業㈱・          巴 川 橋：５径間連続橋 

     ㈱ハルテック共同企業体         橋    長：猿田川橋：６２５ｍ 

竣  工：2004年現在施工中                   巴 川 橋：４７９ｍ 

                         架 設 法：移動作業車による場所打ち張出架設 

                                （ブロック長5.0m）     

側面図 

猿田川橋 

 

 
巴川橋 

 
 

 

 

 

猿田川橋の完成予想図（日本道路公団） 

 

断面図



  

施工状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巴川橋の完成予想図（日本道路公団） 

 



 

 
 
 

URL：http://www.komaihaltec.co.jp 
 

本社 〒110-8547 東京都台東区上野一丁目19番10号 電話03(3833)5101  

本店 〒550-0012 大阪市西区立売堀四丁目2番21号 電話06(4391)0811  

札幌営業所 〒060-0001 札幌市中央区北一条西四丁目2番12号 電話011(251)1605  

東北営業所 〒980-0014 仙台市青葉区本町二丁目1番29号 電話022(227)8724  

名古屋営業所 〒460-0003 名古屋市中区錦二丁目20番8号 電話052(684)8121  

和歌山営業所 〒649-1122 和歌山県日高郡由良町神谷805番2号 電話0738(65)2841  

中国営業所 〒730-0036 広島市中区袋町5番38号 電話082(247)4838  

九州営業所 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東二丁目4番17号 電話092(441)3665  

富津工場 〒293-0011 千葉県富津市新富33番10号 電話0439(87)7470  

和歌山工場 〒649-1122 和歌山県日高郡由良町神谷805番2号 電話0738(65)1234  

大阪事業所 〒555-0041 大阪市西淀川区中島二丁目5番1号 電話06(6475)2111  

テクニカルセンター 〒270-2214 千葉県松戸市松飛台404番1号 電話047(387)0170 

 

お問い合わせは下記にお願いいたします。 
技術本部橋梁設計部 電話06(4391)0813 , E-mail：guss@komaihaltec.co.jp 

 


